




























































 

 

 

 

 

千代田区指定文化財の指定について 

 

 

 平成 30 年度千代田区指定文化財として下記１件を指定する。 

 

記 

 

 

１ 千代田区指定有形文化財（考古資料） 

 

玉川上水の石枡・木樋（麴町三丁目２番地先出土） 

内訳 石枡１基（４段） 木樋１点 

教 育 委 員 会 資 料 

平成 30 年 2 月 27 日 

文 化 振 興 課 



平成30年度千代田区指定文化財 

 

１ 千代田区指定有形文化財（考古資料） 

玉川上水の石枡・木樋（麴町三丁目２番地先出土） 

 

（１）年代    石枡：江戸時代末～明治時代 

（２）所在地   石枡１基（４段）：千代田区紀尾井町２番 

木樋１点：千代田区日比谷公園１番４号 千代田区立日比谷図書文化館 

（３）所有者  千代田区・千代田区教育委員会 

（４）管理者  石枡１基（４段）：千代田区環境まちづくり部 

木樋１点：千代田区教育委員会 

（５）概要   本件は江戸～明治時代に使用された玉川上水の石枡と木樋である。昭和

45年２月の国道20号線（麴町通り）共同溝拡幅工事の際に発見された。発見

場所は麹町三丁目二番地先の麹町大通りであり、江戸時代には四谷見附から

江戸城半蔵門に直結する道路である甲州街道の麴町五丁目にあたる。本件は

出土地から考えて、四谷大木戸に通じ、そこから江戸城内に引きこまれてい

た江戸上水の重要幹線の一つであった玉川上水施設の一部である。 

＜玉川上水＞ 

 玉川上水は、神田上水と並ぶ江戸上水の重要幹線の一つで、飲料水のみ

ならず、防火用水、庭園の泉水用水、江戸城の堀用水など、多目的な機能

を有し、江戸の都市用水の供給を行った一大用水である。 

 玉川上水は、４代目将軍家綱の命により、関東郡代伊奈半十郎忠治を上

水奉行とし、承応２年（1653）に着工し、翌３年（1654）に竣工したと伝

えられている。この上水は多摩川の水を羽村で取水し、四谷大木戸に至る

約43㎞を開渠で導水し四谷大木戸から江戸市中へは石樋や木樋による暗渠

配水となる。四谷門手前で４本に分岐して、そのうち３本は御本丸掛樋筋、

吹上掛樋筋、麴町大通組合樋筋と呼ばれ、半蔵門で堀へ注水されたのち、

江戸城本丸、吹上西の丸に送られている。 

＜石枡＞ 

石枡は全長約3.65ｍにも及ぶ４段組みの繰り抜きの石枡で、安山岩で作

られている。各石枡の接合部はいずれも上部は幅6.5㎝の溝をもつ凹状で、

下部は幅5.5㎝の凸状の断面で、はめ込む形になっており、ズレ防止と考え

られる。最下段とその上段は入水口と出水口に高低差ができる構造になっ

ている。木樋挿入口の大きさは58㎝×67㎝である。下から４段目の石枡に

は持ち上げる際に縄をくくりつけるためと考えられる突起が、一部欠損し

ているが四方についている。本件石枡は埋枡であり、本来地中に５段あり、

最上段には蓋石がのる構造だったと考えられる。 



       ＜木樋＞ 

木樋は板を組み合わせて作る「箱樋」の構造をもっている。木樋は桧の

芯材が使用され、蓋板、敷板は３枚矧ぎ、側板は２枚矧ぎで構成されてい

る。木樋の組立はまずは側板を矧ぎ、次に蓋板・敷板を矧いだと考えられ、

その際落し釘穴から落貝折釘（一般的には舟釘といわれる）を18㎝～21㎝

の間隔で打っている。その板と板との矧ぎ部及び落し釘穴には漏水防止の

ために槇皮が施されている。蓋板には7.5㎝幅の蟻桟木の溝がある。石枡の

入水口や出水口に木樋が入る部分は出代と呼ばれ、出代には外側９㎝、内

側３㎝に銅板が巻かれた痕跡があり、４～５㎝間隔で銅鋲が打たれている。

内部は水焼されて銅鋲が一部消失している。また出代は直線に加工されて

いるのではなく、わざわざ斜めに加工されている。左右側面部においても、

中央部に削りが見られる。これらは、石枡に対して斜めに挿入するために

現地で加工した痕跡と考えられる。板の全面は、鋸により加工され、表面

は銫がかけられたことがわかる。 

       ＜まとめ＞ 

『上水記』や『玉川上水留』によれば、出土地点は江戸期の麴町五丁目

で、江戸城吹上掛と本丸掛が交差する地点にあたる。この交差する位置に

ある木樋は片方は斜めに、もう一方は直行して石枡に接合している。本件

木樋の出代は斜めに加工されており、この形状から吹上掛と推定できる。 

 

（６）指定理由  

本件石枡は地中下約4.7ｍに４段の石枡が積まれる大規模な構造で、他に 

       類例が見られないものである。また木樋に関しても今までに千代田区で発 

見されている木樋と比べ、非常に規模が大きいことが分かっている。また 

木樋は通常松が使用されることが多いなか、本件は高級な檜を使っており、 

幕府がこの樋筋を重要だと考えていたことが伺える。また地中深くへの石 

枡の埋設は江戸城へ向けて水位・水量などの水流制御装置の役割を担って 

いたことが推定され、四谷門から半蔵門間内でのみで使用された技術と考 

えられる。 

江戸時代の玉川上水施設で、これまでに石枡や木樋は発見されているが、

遺存しているものは多くない。本件は移設されているものの、出土地が明

らかで、石枡・木樋と２つの組み合わせ（セット）で残っているのは本件

が唯一の実物資料といえる。四谷大木戸から半蔵門間の樋筋の修理記録が

乏しいなか、その区間の玉川上水管路の規模や普請の実態などを示すとと

もに、当時の玉川上水施設の一端を明らかにする貴重な資料である。また

玉川上水は江戸市中における都市用水供給施設として極めて重要な役割を

担っており、本件は江戸時代の水利技術を理解するうえでも重要である。 
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平
成
30
年
第
一
回
区
議
会
定
例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、

私
の
区
政
運
営
に
お
け
る
所
信
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

  は
じ
め
に 

 

近
年
、
国
や
東
京
都
に
お
い
て
、
少
子
高
齢
社
会
へ
の 

対
応
や
持
続
可
能
な
経
済
成
長
の
実
現
に
向
け
、
『
人
』
に

視
点
を
お
い
た
施
策
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。 

特
に
最
近
は
「
働
き
方
改
革
」
や
「
人
生
100
年
時
代
」
と

言
わ
れ
る
よ
う
に
、
長
時
間
労
働
の
是
正
や
待
機
児
童
の 

解
消
、
高
齢
者
の
就
労
促
進
な
ど
、
企
業
や
医
療
機
関
を 

含
む
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
の
も 

「
人
づ
く
り
」
に
向
け
た
取
り
組
み
で
あ
り
ま
す
。 

 

本
区
で
は
、
誰
も
が
生
き
が
い
を
持
っ
て
、
個
々
の
能
力

を
発
揮
で
き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
「
子
育
て
支
援
」
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や
「
高
齢
者
の
社
会
参
加
の
促
進
」
、
「
障
害
者
の
就
労 

 
支
援
」
な
ど
の
充
実
を
積
極
的
に
展
開
し
て
ま
い
り 

 
 

ま
し
た
。 

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
の
人
材 

育
成
、
「
人
づ
く
り
」
は
、
施
策
の
推
進
に
極
め
て
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
認
識
し
、
近
年
そ
の
育
成
に
力
を

入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

 

「
子
育
て
分
野
」
で
申
し
上
げ
れ
ば
、
私
は
、
子
ど
も
の

成
長
と
子
育
て
支
援
は
、
明
る
い
未
来
を
築
い
て
い
く
た
め

の
投
資
で
あ
る
と
い
う
考
え
を
基
本
に
施
策
を
進
め
て 

お
り
ま
す
。 

更
に
は
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
、
子
ど
も
た
ち
が 

将
来
に
向
け
て
夢
や
希
望
の
持
て
る
社
会
の
実
現
が
す
べ

て
の
方
々
の
願
い
で
あ
る
と
考
え
、
教
育
や
福
祉
な
ど
の 

施
策
を
支
え
て
い
る
教
員
・
保
育
士
等
の
支
援
及
び
負
担 

軽
減
に
向
け
て
、
専
門
職
の
増
配
置
や
処
遇
改
善
、
奨
学
金
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の
返
済
支
援
な
ど
、
実
態
に
即
し
た
支
援
制
度
を
こ
れ
ま
で

以
上
に
充
実
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

ま
た
、
「
高
齢
者
分
野
」
で
申
し
上
げ
れ
ば
、
高
齢
に 

 

な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら

れ
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
高
齢

者
の
生
活
を
支
え
る
介
護
人
材
を
し
っ
か
り
確
保
し
、
定
着

さ
せ
、
育
成
し
て
い
け
る
よ
う
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
へ
の 

研
修
費
助
成
や
介
護
従
事
者
へ
の
奨
学
金
返
済
支
援
、
介
護

施
設
内
へ
の
保
育
機
能
整
備
助
成
な
ど
新
規
事
業
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

 

今
後
も
、
こ
う
し
た
「
人
づ
く
り
」
の
施
策
を
推
進
す
る

こ
と
に
よ
り
、
将
来
の
世
代
が
安
心
し
て
い
き
い
き
と 

 

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
「
豊
か
な
地
域
社
会
」
の
礎
を
築
い
て

ま
い
り
ま
す
。 
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Ⅰ
 

「
住
宅
宿
泊
事
業
」
に
関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て 

 

次
に
、
「
住
宅
宿
泊
事
業
」
に
関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い

て
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

「
東
京
2020
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技 

大
会
」
を
控
え
て
急
増
す
る
訪
日
外
国
人
等
へ
の
対
応
と 

し
て
、
「
住
宅
宿
泊
事
業
法
」
、
い
わ
ゆ
る
「
民
泊
新
法
」

が
、
昨
年
６
月
に
公
布
さ
れ
、
本
年
６
月
15
日
か
ら
施
行 

さ
れ
ま
す
。 

 

一
方
、
政
省
令
や
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
公
表
が
遅
れ
た

こ
と
な
ど
に
よ
り
、
多
く
の
自
治
体
が
手
探
り
で
対
応
に 

追
わ
れ
た
こ
と
は
ご
案
内
の
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

人
口
減
少
に
よ
る
過
疎
化
が
進
み
観
光
客
を
増
や
し
た

い
も
の
の 

宿
泊
施
設
が
少
な
い
自
治
体
と
、
人
口
が
密
集

し
ホ
テ
ル
等
宿
泊
施
設
の
整
備
さ
れ
た
都
市
部
の
自
治
体
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で
は
、
当
然
「
民
泊
」
へ
の
需
要
は
異
な
り
ま
す
。 

観
光
立
国
は
政
府
の
成
長
戦
略
の
柱
で
も
あ
り
、
所
有 

か
ら
シ
ェ
ア
へ
と
い
う
経
済
の
動
向
も
理
解
は
い
た
し 

ま
す
が
、
「
民
泊
」
に
関
し
て
は
、
地
域
の
実
情
を
考
慮 

 

し
た
対
応
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。 

 

本
区
で
は
、
こ
こ
数
年
、
違
法
民
泊
と
認
識
さ
れ
る
事
例

が
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
「
夜
遅
く
大
き
な
荷
物
を
持
ち 

大
声
で
話
す
人
が
出
入
り
し
て
い
る
」
、
「
ご
み
が
放
置 

 

さ
れ
て
い
る
」
な
ど
の
苦
情
が
保
健
所
に
寄
せ
ら
れ
、 

 

実
態
調
査
や
指
導
な
ど
の
対
応
を
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

感
染
症
の
発
生
な
ど
の
リ
ス
ク
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、 

地
域
の
安
全
に
対
す
る
区
民
の
不
安
が
増
大
し
て
お
り
、 

そ
の
解
消
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

区
民
の
安
全
を
確
保
し
、
安
心
を
支
え
る
区
の
役
割
を 

果
た
す
た
め
に
は
、
民
泊
新
法
の
施
行
に
あ
た
っ
て
、 
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厳
し
い
ル
ー
ル
を
規
定
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
の 

認
識
の
も
と
、
有
識
者
等
で
構
成
す
る
『
民
泊
サ
ー
ビ
ス
の

あ
り
方
検
討
会
』
を
設
置
し
、
多
角
的
に
慎
重
な
論
議
を 

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
検
討
会
の
論
議
に
加
え
、 

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
や
議
会
の

ご
論
議
等
も
踏
ま
え
、
本
区
議
会
定
例
会
に
、
宿
泊
者
の 

安
全
・
安
心
の
確
保
及
び
周
辺
住
民
の
安
全
で
快
適
な
生
活

環
境
の
維
持
を
目
的
と
し
た
条
例
案
を
提
案
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
違
法
民
泊
へ
の
対
策
と
し
て
、
旅
館
業
法
及
び 

そ
の
政
省
令
が
改
正
さ
れ
、
無
許
可
営
業
者
に
対
す
る 

 

立
ち
入
り
権
限
や
罰
則
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、 

違
法
な
民
泊
事
業
者
・
施
設
に
対
し
て
は
、
警
察
・
消
防 

 

な
ど
の
関
係
機
関
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
厳
し
く
取
り
締
ま

っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

さ
ら
に
は
、
民
泊
に
関
す
る
窓
口
を
一
元
化
し
て
、
相
談

や
苦
情
に
対
応
で
き
る
よ
う 

新
た
な
組
織
を
設
置
し
、 
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区
民
や
宿
泊
者
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り 

ま
す
。 

  Ⅱ
 

平
成
30
年
度
予
算(
案)

に
つ
い
て 

 

次
に
、
「
平
成
30
年
度
予
算(
案)
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

●
平
成
30
年
度
予
算(

案)

の
概
況 

 

ま
ず
、
平
成
30
年
度
予
算(

案)

の
概
況
に
つ
い
て
で 

あ
り
ま
す
。 

平
成
30
年
度
予
算(

案)

は
、「
ち
よ
だ
み
ら
い
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
｜
千
代
田
区
第
３
次
基
本
計
画
2015
」
が
め
ざ
す
、 

 

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
豊
か
な
地
域
社
会
」
の
実
現
に
向
け

積
極
的
な
施
策
展
開
を
図
る
こ
と
、
ま
た
、
「
東
京
2020 
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オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
」
を
契
機
と

し
た
積
極
的
な
施
策
展
開
を
図
る
こ
と
を
基
本
方
針 

 

と
し
て
編
成
い
た
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
重
点
事
項
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
住
民
に
最
も 

身
近
な
基
礎
的
自
治
体
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
く
観
点
か
ら
、
「
次
世
代
育
成
に
関
す
る
取
組
み
」
、 
 

「
保
健
福
祉
に
関
す
る
取
組
み
」
、
「
危
機
管
理
に
関
す
る

取
組
み
」
、
「
環
境
対
策
に
関
す
る
取
組
み
」
の
４
つ
を 

 

定
め
て
お
り
ま
す
。 

 

そ
の
結
果
、
少
子
高
齢
社
会
へ
の
対
応
な
ど
、
ソ
フ
ト
面

の
施
策
に
伴
う
予
算
の
拡
充
に
加
え
、
区
立
九
段
小
学
校
・

幼
稚
園
の
改
築
な
ど
投
資
的
経
費
が
大
幅
に
増
加
す
る 

こ
と
か
ら
一
般
会
計
予
算
が
620
億
円
、
３
つ
の
特
別
会
計

を
合
わ
せ
た
全
会
計
合
計
で
は
735
億
円
と
な
り
、
こ
れ
ら

は
い
ず
れ
も
過
去
最
大
規
模
の
積
極
的
な
予
算
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。 
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●
重
点
事
項
別
の
主
な
事
業 

 

そ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
の
具
体
策
に
つ
い
て
申
し
上
げ 

 

ま
す
。 

 

〇
次
世
代
育
成
に
関
す
る
取
組
み 

 

重
点
事
項
一
つ
目
は
「
次
世
代
育
成
に
関
す
る
取
組
み
」

で
あ
り
ま
す
。 

 

ま
ず
、
「
保
育
園
・
学
童
ク
ラ
ブ
の
待
機
児
童
対
策
」
に

つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。 

区
で
は
、
子
ど
も
人
口
が
急
激
に
増
加
す
る
中
、
施
設 

整
備
や
運
営
費
補
助
の
充
実
、
人
材
確
保
や
定
着
に
向
け
た

支
援
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。 

し
か
し
、
子
ど
も
人
口
の
増
加
と
共
働
き
世
帯
の
増
加
に

伴
う
保
育
需
要
は
さ
ら
に
高
ま
っ
て
お
り
、
よ
り
一
層
、 
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待
機
児
童
に
対
す
る
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

そ
の
た
め
、
平
成
30
年
度
に
は
、
私
立
認
可
保
育
所 

 

６
か
所
の
開
設
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、 

保
育
士
の
安
定
的
な
確
保
に
向
け
て
、
区
内
の
私
立
保
育 

施
設
に
勤
務
し
て
い
る
保
育
士
の
奨
学
金
の
返
済
を
支
援

す
る
「
保
育
士
奨
学
金
返
済
支
援
助
成
」
を
新
た
に
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。 

ま
た
、
学
童
ク
ラ
ブ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
麹
町
地
区
、 

 

神
田
地
区
に
２
か
所
の
開
設
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

さ
ら
に
、
学
童
ク
ラ
ブ
を
含
め
た
子
育
て
事
業
に
従
事
す
る

職
員
の
給
与
等
の
処
遇
改
善
策
を
新
た
に
導
入
し
、
人
材 

定
着
を
図
る
と
と
も
に
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
サ
ー
ビ
ス
の 

向
上
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

次
に
、
「
学
校
教
育
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。 

区
で
は
こ
れ
ま
で
、
学
校
等
へ
の
専
門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
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派
遣
や
発
達
障
害
な
ど
特
別
な
教
育
的
支
援
が
必
要
な 

児
童
等
に
向
け
た
特
別
支
援
教
育
の
充
実
、
地
域
特
性
を 

踏
ま
え
た
学
校
独
自
の
教
育
活
動
を
推
進
し
、
児
童
や
生
徒

一
人
ひ
と
り
の
個
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
指
導
・
支
援
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

し
か
し
、
子
ど
も
人
口
の
増
加
や
多
様
化
す
る
障
害
へ
の

対
応
な
ど
、
さ
ら
な
る
事
業
の
拡
大
が
必
要
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。 

 

平
成
30
年
度
は
、
小
学
校
の
特
別
支
援
教
室
の
拠
点
校

を
２
校
か
ら
４
校
に
増
設
し
、
巡
回
指
導
教
員
を
増
配
置 

す
る
ほ
か
、
幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
に
対
し
て
も
特
別
支
援 

教
育
指
導
員
を
新
た
に
配
置
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

ま
た
、
高
い
専
門
性
を
有
す
る
部
活
動
の
外
部
指
導
員
を

増
員
し
、
生
徒
の
意
欲
や
技
術
力
を
向
上
さ
せ
る
ほ
か
、 

試
合
へ
の
引
率
等
に
つ
い
て
教
員
と
同
等
の
責
任
を
担
う

こ
と
が
で
き
る
「
部
活
動
指
導
員
」
を
新
た
に
配
置
し
、 
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教
員
の
負
担
軽
減
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

〇
保
健
福
祉
に
関
す
る
取
組
み 

 

重
点
事
項
二
つ
目
は
「
保
健
福
祉
に
関
す
る
取
組
み
」
で

あ
り
ま
す
。 

 

ま
ず
、
「
障
害
者
施
策
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。 

「
障
害
者
施
策
」
は
、
対
象
者
数
が
高
齢
者
に
比
べ
て 

少
な
く
、
個
別
の
対
応
が
必
要
な
状
況
が
多
く
な
り
ま
す
。

本
区
の
障
害
者
施
策
は
、
障
害
の
あ
る
方
と
そ
の
家
族
に 

寄
り
添
い
、
障
害
者
が
地
域
で
自
立
し
た
日
常
生
活
や
社
会

生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
法
定
内
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
と
も
に

法
定
外
の
独
自
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り 

 

ま
し
た
。 

障
害
者
の
施
設
と
し
て
は
、
平
成
19
年
に
、
外
神
田
一
丁

目
に
あ
っ
た
知
的
障
害
者
の
授
産
施
設
「
福
祉
作
業
所
」
の
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設
備
や
事
業
を
拡
充
し
て
、
区
役
所
本
庁
舎
内
に
就
労
支
援

施
設
「
ジ
ョ
ブ
・
サ
ポ
ー
ト
・
プ
ラ
ザ
ち
よ
だ
」
を 

 
 

 

開
設
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
身
体
障
害
・
知
的
障
害
に 

 

加
え
、
精
神
障
害
が
障
害
福
祉
の
対
象
と
な
っ
た
こ
と
も 

踏
ま
え
、
老
朽
化
し
狭
隘
な
「
富
士
見
福
祉
会
館
」
を
廃
止

し
、
平
成
22
年
に
は
、
神
田
駿
河
台
の
「
三
楽
病
院
」
隣
に

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
含
む
新
た
な
機
能
を
備
え
た
障
害
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
「
え
み
ふ
る
」
を
開
設
し
て
お
り
ま
す
。 

本
区
で
は
、
こ
の
二
つ
の
施
設
を
中
心
に
障
害
者
施
策
が

展
開
さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
障
害
者
権
利
条
約
、
総
合

支
援
法
等
関
連
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
障
害
者
を
地
域
で 

総
合
的
に
支
え
る
た
め
に
、
さ
ら
に
、
増
加
傾
向
が
顕
著
な

精
神
障
害
者
の
就
労
支
援
や
社
会
参
加
な
ど
を 

よ
り 

 

一
層
、
支
援
し
て
い
く
た
め
に
、
新
た
な
施
策
展
開
が
求
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。 

そ
の
た
め
、
ま
ず
は
支
援
の
入
り
口
と
な
る
相
談
体
制
の

充
実
で
あ
り
ま
す
。
障
害
者
と
そ
の
家
族
・
関
係
者
の 
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日
常
生
活
に
係
る
さ
ま
ざ
ま
な
困
り
ご
と
、
悩
み
を
受
け 

止
め
、
相
談
に
応
じ
、
支
援
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、
「
障
害

者
よ
ろ
ず
総
合
相
談
」
を
開
始
い
た
し
ま
す
。 

就
労
支
援
で
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
、
障
害
者
の
法
定 

雇
用
率
に
精
神
障
害
者
が
追
加
さ
れ
る
こ
と
も
踏
ま
え
、 

障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
で
の
精
神
障
害
者
対
応

を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
精
神
障
害
者
を
対
象
と
す
る
就
労

継
続
支
援
施
設
を
誘
致
す
る
た
め
の
助
成
制
度
を
開
始
し

ま
す
。 

あ
わ
せ
て
、
既
存
の
ビ
ル
を
活
用
し
て
民
間
事
業
者
が 

精
神
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
整
備
・
運
営
で
き
る
よ
う

に
補
助
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

さ
ら
に
、
障
害
の
あ
る
方
、
そ
の
家
族
が
従
来
か
ら 

 

強
く
ご
要
望
さ
れ
て
い
る
入
所
施
設
を
備
え
た
総
合
的
な

支
援
の
拠
点
施
設
に
つ
い
て
、
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー 

「
え
み
ふ
る
」
の
活
用
と
合
わ
せ
て
検
討
を
進
め
て
ま
い
り 

ま
す
。 
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次
に
、
「
高
齢
者
施
策
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。 

超
高
齢
社
会
を
迎
え
、
特
に
団
塊
の
世
代
が
す
べ
て
後
期

高
齢
者
（
75
歳
以
上
）
と
な
る
７
年
後
の
平
成
37
年
を 

 

目
前
に
、
地
域
包
括
ケ
ア
の
構
築
、
推
進
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。 

地
域
包
括
ケ
ア
は
、
地
域
の
特
性
に
よ
っ
て
は
さ
ま
ざ
ま

で
あ
り
ま
す
が
、
住
ま
い
を
中
心
に
、
介
護
・
医
療
・ 

 
 

介
護
予
防
・
生
活
支
援
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
相
互
に 

 
 

連
携
し
な
が
ら
在
宅
で
の
生
活
を
支
え
て
い
く
仕
組
み
・ 

環
境
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
同
時
に
、
本
区 

で
は
高
齢
者
施
設
の
整
備
や
運
営
の
支
援
に
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。 

地
域
包
括
ケ
ア
の
推
進
と
高
齢
者
施
設
の
整
備
が
求
め

ら
れ
る
背
景
に
は
、
家
族
構
成
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化

が
あ
り
ま
す
。
今
や
本
区
の
高
齢
者
の
半
数
以
上
が 

 
 

高
齢
者
の
み
の
世
帯
、
ま
た
は
一
人
暮
ら
し
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
傾
向
は
今
後
ま
す
ま
す
顕
著
に
な
り
ま
す
。 
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本
区
で
は
、
高
齢
者
の
生
活
を
支
え
る
た
め
に
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
不
十
分
と
の
認
識
で
高
齢
者
福
祉 

施
策
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

し
か
し
、
行
政
の
施
策
充
実
だ
け
で
は
、
住
み
慣
れ
た 

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
千
代
田
区
の
実
現

は
で
き
ま
せ
ん
。
地
域
全
体
で
見
守
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
種

が
連
携
し
て
高
齢
者
の
生
活
を
支
え
る
地
域
包
括
ケ
ア
の 

重
要
性
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

そ
こ
で
平
成
30
年
度
は
、
相
談
体
制
の
一
層
の
強
化
、 

地
域
で
の
見
守
り
の
充
実
、
福
祉
人
材
の
確
保
、
介
護
施
設

運
営
法
人
へ
の
支
援
を
一
層
充
実
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

主
な
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
ま
ず
、
大
き
な
社
会

問
題
と
な
っ
て
い
る
特
殊
詐
欺
か
ら
高
齢
者
を
守
る
た
め
、

警
察
を
は
じ
め
関
係
団
体
と
の
連
携
を
取
り
な
が
ら
、 

「
自
動
通
話
録
音
機
」
を
区
内
在
住
の
65
歳
以
上
が
居
住

す
る
世
帯
を
対
象
に
無
料
で
配
付
す
る
事
業
を
開
始
い
た
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し
ま
す
。 

ま
た
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
へ
の
支
援
と
し
て
、
地
域

包
括
ケ
ア
の
中
核
を
担
う
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
研
修
費
用

助
成
や
、
腰
痛
予
防
を
目
的
と
し
た
サ
ポ
ー
ト
ウ
エ
ア
の 

配
付
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

そ
の
ほ
か
、
介
護
施
設
へ
の
支
援
と
し
て
、
事
業
所
内 

保
育
所
機
能
の
整
備
助
成
や
、
介
護
施
設
改
修
に
係
る 

 

助
成
な
ど
も
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

〇
危
機
管
理
に
関
す
る
取
組
み 

 

重
点
事
項
三
つ
目
は
「
危
機
管
理
に
関
す
る
取
組
み
」
で

あ
り
ま
す
。 

 

「
ま
ち
」
全
体
が
安
全
で
、
安
心
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、

区
民
の
皆
さ
ん
の
み
な
ら
ず
、
「
ま
ち
」
を
訪
れ
る
方
々
に

と
っ
て
は
、
そ
の
「
ま
ち
」
の
魅
力
と
い
う
点
に
お
い
て
も
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た
い
へ
ん
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
さ
に
、 

社
会
的
イ
ン
フ
ラ
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。 

本
区
で
は
、
こ
れ
ま
で
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に 

向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
、
地
域
の
皆
さ
ま
と
共
に
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。 

一
方
、
集
中
豪
雨
な
ど
の
「
都
市
型
災
害
」
、
近
い
将
来

に
発
生
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
「
首
都
直
下
地
震
」
な
ど
に 

加
え
、
「
感
染
症
」
や
「
テ
ロ
」
等
へ
備
え
る
た
め
、
ハ
ー

ド
、
ソ
フ
ト
両
面
に
お
い
て
、
さ
ら
な
る
危
機
管
理
対
応
力

を
高
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

平
成
30
年
度
は
、
誰
も
が
安
全
で
、
安
心
し
て
、
快
適
に

移
動
し
や
す
い
地
域
交
通
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
鉄
道
駅

の
ホ
ー
ム
ド
ア
整
備
の
支
援
や
駅
構
内
の
更
な
る
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
推
進
に
向
け
た
鉄
道
事
業
者
へ
の
働
き
か
け
を

行
う
ほ
か
、
歩
道
の
設
置
・
拡
幅
整
備
や
橋
梁
の
整
備
な
ど

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 
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ま
た
、
区
内
に
お
け
る
事
件
・
事
故
の
発
生
を
抑
制
す
る

た
め
、
安
全
・
安
心
パ
ト
ロ
ー
ル
車
の
運
行
台
数
を
増
や
し
、

区
内
の
警
戒
活
動
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

さ
ら
に
、
区
民
・
事
業
者
・
来
街
者
等
、
地
域
を
構
成 

 

す
る
す
べ
て
の
方
々
の
助
け
合
い
に
よ
る
減
災
の
ま
ち 

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
防
災
士
資
格
の
取
得
、
及
び
地
区

防
災
活
動
に
対
す
る
新
た
な
補
助
制
度
の
設
置
や
本
区
の

地
域
特
性
を
反
映
さ
せ
た
防
災
訓
練
の
実
施
な
ど
、
地
域 

防
災
力
の
向
上
を
積
極
的
に
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 〇
環
境
対
策
に
関
す
る
取
組
み 

 

重
点
事
項
四
つ
目
は
「
環
境
対
策
に
関
す
る
取
組
み
」
で

あ
り
ま
す
。 

 

今
、
国
際
社
会
は
地
球
温
暖
化
と
い
う
共
通
の
課
題
に 

直
面
し
て
お
り
ま
す
。
地
球
温
暖
化
は
、
単
に
気
温
の 
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上
昇
を
も
た
ら
す
だ
け
で
は
な
く
、
地
球
上
の
気
候
変
動
に

よ
り
、
水
資
源
、
生
態
系
、
気
象
災
害
、
健
康
、
食
料
供
給

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
影
響
が
及
び
ま
す
。
こ
う
し
た

気
候
変
動
を
抑
制
・
緩
和
す
る
た
め
に
は
二
酸
化
炭
素
を 

は
じ
め
と
し
た
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
の
削
減
が
必
要

で
あ
り
、
区
・
区
民
・
事
業
者
な
ど
が
力
を
合
わ
せ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

次
の
世
代
に
負
担
を
先
送
り
す
る
の
で
は
な
く
、
持
続 

可
能
な
社
会
づ
く
り
を
進
め
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す 

こ
と
の
で
き
る
環
境
を
将
来
の
世
代
に
受
け
継
い
で
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。 

 

平
成
27
年
12
月
、
「
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
」
に
お
い
て
、
世
界 

 

196
か
国
の
合
意
に
よ
り
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
新
た
な 

国
際
的
枠
組
み
で
あ
る
『
パ
リ
協
定
』
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
主
な
内
容
は
、
各
国
が
主
体
的
に
目
標
を
決
定
し
、 

そ
れ
を
国
際
的
に
公
表
し
、
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り 
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ま
す
。 

本
区
で
は
、
平
成
19
年
12
月
に
区
内
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

の
具
体
的
な
削
減
目
標
を
条
例
に
掲
げ
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の

削
減
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
も
地
球
温
暖

化
に
対
す
る
主
体
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

ま
た
、
区
を
含
む
地
方
自
治
体
に
は
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の 

先
導
役
と
し
て
、
自
ら
の
事
務
事
業
に
伴
い
発
生
す
る 

 

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
抑
制
等
に
関
す
る
計
画
の
策
定
と

公
表
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
平
成

30

年
度
か
ら 

 

第
４
次
計
画
が
ス
タ
ー
ト
す
る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

平
成
30
年
度
は
、
「
区
有
施
設
・
設
備
等
に
お
け
る 

 

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
」
や
「
区
有
施
設
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
」
、
「
低
炭
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
導
入
拡
大
」
、 

 

「
地
方
と
の
共
生
に
向
け
た
連
携
の
構
築
と
取
組
の
推
進
」

の
４
つ
を
柱
に
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

特
に
、
「
区
有
施
設
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
」
に 
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つ
き
ま
し
て
は
、
施
設
ご
と
に
そ
の
用
途
や
特
性
に
応
じ
た

省
エ
ネ
目
標
を
設
定
す
る
と
と
も
に
、
省
エ
ネ
に
向
け
た 

具
体
的
な
取
り
組
み
を
示
す
こ
と
に
よ
り
、
区
有
施
設
に 

お
け
る
省
エ
ネ
を
着
実
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

ま
た
、
「
低
炭
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
導
入
」
に
つ
き 

 

ま
し
て
は
、
可
能
な
限
り
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
少
な
い
電
力
を

利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
区
有
施
設
に
お
け
る
Ｃ
Ｏ
２ 

 

排
出
量
を
削
減
い
た
し
ま
す
。 

さ
ら
に
、
区
が
率
先
し
て
低
炭
素
型
電
力
を
利
用
す
る 

こ
と
に
よ
り
、
区
民
や
事
業
者
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

利
用
に
関
す
る
普
及
・
啓
発
を
行
い
、
こ
れ
を
通
じ
て
、 

 

低
炭
素
社
会
の
実
現
に
寄
与
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

次
に
、
「
地
方
と
の
共
生
に
向
け
た
連
携
の
構
築
と
取
組

の
推
進
」
に
つ
い
て
で
す
が
、
地
球
温
暖
化
は
、
国
内
に 

 

お
い
て
は
、
都
市
と
地
方
共
通
の
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。 

消
費
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ほ
ぼ
す
べ
て
を
地
方
に
依
存 
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す
る
本
区
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
大
消
費
地
の
責
務
と
し
て
、 

率
先
し
て
地
球
温
暖
化
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。 

と
り
わ
け
、
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

ゼ
ロ
の
ま
ち
」
を
め
ざ
す
本
区
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
供
給 

す
る
地
方
が
お
互
い
の
強
み
を
生
か
し
、
低
炭
素
社
会
の 

実
現
に
む
け
て
手
を
携
え
、
協
調
す
る
こ
と
は
、
本
区
と 

地
方
が
共
に
持
続
的
発
展
を
果
た
す
た
め
に 

た
い
へ
ん 

意
義
の
あ
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
多
様
な 

 

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
持
つ
地
方
と
協
調
・
連
携
し
、
区
内
の

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
削
減
と
地
方
の
活
性
化
な
ど
を
両
立 

す
る
た
め
の
方
策
を
検
討
し
、
連
携
に
向
け
た
体
制
の
構
築

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 
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●
東
京
2020
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に

向
け
た
取
組
み 

 

次
に
、
「
東
京
2020
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

競
技
大
会
に
向
け
た
取
組
み
」
に
つ
い
て
、
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

現
在
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
「

平
ピ
ョ
ン

昌
チ
ャ
ン 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
冬
季
競
技
大
会
」
と
、
３
月
中
旬
に
開
会 

さ
れ
る
「

平
ピ
ョ
ン

昌
チ
ャ
ン

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
冬
季
競
技
大
会
」
が 

閉
会
し
ま
す
と
、
「
東
京
2020
大
会
」
ま
で
、
２
年
数
か
月
に

迫
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

56
年
振
り
の
開
催
と
な
る
競
技
大
会
を
契
機
と
し
て
、

現
在
、
ま
ち
の
魅
力
や
風
格
を
一
層
高
め
る
総
合
的
な
施
策

を
推
進
す
る
た
め
、
『
千
代
田
区
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
組
み
』
を
進
め
て
お
り 

ま
す
。 

具
体
的
に
は
、
公
共
サ
イ
ン
の
整
備
・
更
新
、 
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Ｗ
ｉ

ワ

イ

‐
Ｆ
ｉ

フ

ァ

イ

環
境
整
備
の
推
進
、
道
路
な
ど
の
バ
リ
ア 

 
フ
リ
ー
化
な
ど
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
、
多
く
の 

 

来
訪
者
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
環
境
整
備
に
努
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。 

今
後
は
、
高
齢
者
や
障
害
者
は
も
と
よ
り
、
大
人
や
子
ど

も
、
外
国
人
を
含
め
た
す
べ
て
の
来
訪
者
を
「
安
全
・
安
心

な
ま
ち
」
、
「
居
心
地
の
良
い
ま
ち
」
と
し
て
受
け
入
れ
る

た
め
、
千
代
田
区
観
光
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
や
公
衆
ト
イ
レ
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
、
民
間
事
業
者
へ
の

ト
イ
レ
開
放
の
働
き
か
け
な
ど
、
『
お
も
て
な
し
』
や 

 
 

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
の
実
現
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。 

ま
た
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
や
障
害
者
を
主
な
対
象
と 

す
る
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会
の
実
施
や
、
区
民
体
育
大
会

を
始
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
た
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・
啓
発
な
ど
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験

や
ふ
れ
合
い
を
経
験
す
る
中
で
、
障
害
の
あ
る
方
へ
の
理
解

を
深
め
、
お
互
い
に
助
け
合
い
、
支
え
合
う
共
生
社
会
の 
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実
現
に
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。 

  ●
３
つ
の
保
険
料
同
時
改
定 

 

次
に
、
「
区
民
生
活
を
支
え
て
い
る
社
会
保
険
制
度
」
に

つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

区
は
、
「
国
民
健
康
保
険
」
、
「
介
護
保
険
」
の
保
険
者

と
し
て
、
ま
た
、
「
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
保
険
者
で 

 

あ
る
広
域
連
合
の
構
成
員
」
と
し
て
、
区
民
生
活
を
支
え
る

３
つ
の
社
会
保
険
運
営
を
担
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ 

 
 

特
別
会
計
を
設
け
て
お
り
ま
す
。 

平
成
30
年
度
は
、
３
つ
の
保
険
料
が
同
時
改
定
さ
れ
る

６
年
に
一
度
の
年
に
当
た
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

ま
ず
、
国
民
健
康
保
険
料
に
つ
い
て
で
す
が
、
都
道
府
県



- 27 - 

 

が
保
険
者
と
な
っ
て
財
政
基
盤
の
安
定
化
を
図
る
た
め
、 

都
道
府
県
単
位
化
と
い
う
大
き
な
制
度
改
正
が
あ
り
、
保
険

料
算
定
方
法
が
大
き
く
変
更
さ
れ
ま
し
た
。 

本
区
で
は
保
険
料
算
定
に
あ
た
り
、
制
度
改
正
の
趣
旨
と

年
齢
が
高
く
所
得
が
低
い
加
入
者
が
比
較
的
多
い
国
民 

健
康
保
険
の
特
性
を
踏
ま
え
、
他
区
に
比
較
す
る
と
所
得 

水
準
が
高
い
加
入
者
が
多
い
と
い
う
本
区
の
現
状
を
勘
案

す
る
な
ど
、
多
角
的
な
検
討
を
い
た
し
ま
し
た
。 

そ
の
結
果
、
平
成
18
年
度
以
来
、
12
年
ぶ
り
に
「
23
区

統
一
保
険
料
方
式
」
で
は
な
く
、
独
自
の
保
険
料
率
と
す
る

こ
と
で
、
高
額
所
得
層
以
外
の
方
、
す
な
わ
ち
概
ね
９
割
の

方
の
保
険
料
を
引
き
下
げ
、
区
民
生
活
へ
の
影
響
を
最
小
限

に
留
め
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。 

 

65
歳
以
上
の
方
々
の
介
護
保
険
料
改
定
に
つ
い
て
も
、

高
齢
者
の
生
活
へ
の
影
響
を
少
な
く
す
る
た
め
、
基
金
の 

活
用
な
ど
、
制
度
の
中
で
可
能
な
限
り
の
工
夫
を
い
た
し 
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ま
し
た
。 

そ
の
結
果
、
基
準
保
険
料
額
は
５
千
300
円
と
な
り
、
現
行

よ
り
月
400
円
引
き
下
げ
る
こ
と
で
65
歳
以
上
す
べ
て
の 

高
齢
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
介
護

保
険
料
の
引
き
下
げ
は
、
平
成
12
年
度
に
介
護
保
険
制
度

が
発
足
し
て
以
来
、
本
区
で
は
初
め
て
の
こ
と
で
あ
り 
 

ま
す
。 

 

75
歳
以
上
の
方
が
加
入
す
る
後
期
高
齢
者
医
療
に
つ
き

ま
し
て
は
、
都
内
62
区
市
町
村
で
構
成
す
る
「
広
域
連
合
」

が
保
険
料
率
を
決
め
る
仕
組
み
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、 

区
市
町
村
が
法
定
外
の
負
担
を
継
続
す
る
こ
と
に
よ
り
、 

引
き
続
き
保
険
料
率
を
抑
制
す
る
こ
と
で
若
干
の
引
き 

上
げ
に
留
め
て
お
り
ま
す
。 

 

一
方
、
国
に
お
い
て
は
、
団
塊
の
世
代
が
す
べ
て
後
期 

高
齢
者
と
な
る
７
年
後
の
平
成
37
年
を
見
据
え
、
年
金
・ 
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医
療
・
介
護
な
ど
の
社
会
保
障
制
度
全
体
の
改
革
が
進
め 

ら
れ
て
お
り
ま
す
。 

区
民
生
活
を
支
え
る
基
礎
的
自
治
体
と
し
て
は
、
社
会 

保
険
制
度
の
改
正
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、
制
度
の
運
用
で

可
能
な
対
応
を
し
な
が
ら
保
険
運
営
を
担
っ
て
ま
い
り 

ま
す
。 

  ●
今
後
10
年
間
の
財
政
見
通
し 

 

次
に
、
「
今
後
10
年
間
の
財
政
見
通
し
」
に
つ
い
て 

 

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

昨
年
11
月
、
第
四
回
区
議
会
定
例
会
の
開
会
に
際
し
て
、

「
地
方
消
費
税
の
清
算
基
準
見
直
し
」
が
国
に
お
い
て
検
討

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
問
題
に
対
し

て
、
区
議
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
「
見
直
し
の
再
考
を
求
め
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る
意
見
書
」
を
国
に
提
出
さ
れ
、
区
長
会
で
も
東
京
都
や 

都
内
市
町
村
と
共
同
し
て
要
請
活
動
を
展
開
し
た
結
果
、 

平
成
30
年
度
税
制
改
正
で
は
小
幅
な
見
直
し
に
留
ま
る 

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

し
か
し
、
小
幅
な
見
直
し
と
は
い
え
、
本
区
へ
の
「
地
方

消
費
税
交
付
金
」
は
十
数
億
円
減
少
す
る
こ
と
と
な
り
、 

今
後
、
よ
り
大
幅
な
見
直
し
が
行
わ
れ
る
懸
念
は
一
向
に 

消
え
去
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。 

ま
た
、
平
成
31
年
度
の
税
制
改
正
で
は
、『
消
費
税
10
％

へ
の
引
き
上
げ
の
際
に
、
法
人
住
民
税
法
人
税
割
の 

 
 

地
方
交
付
税
原
資
化
を
更
に
進
め
る
』
こ
と
に
つ
い
て
の 

結
論
を
得
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
今
後
と
も
、
国
の 

 

税
財
政
制
度
改
革
の
動
き
を
絶
え
ず
注
視
し
て
い
く 

 

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。 

 

そ
の
一
環
と
し
て
、
平
成
30
年
度
予
算(

案)

の
編
成
に

あ
た
り
、
今
後
10
年
間
の
財
政
見
通
し
を
作
成
す
る
に 
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際
し
て
は
、
現
在
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
維
持
し
な
が
ら
、 

地
方
消
費
税
の
清
算
基
準
が
３
つ
の
パ
タ
ー
ン
で
見
直
さ

れ
る
想
定
を
行
い
、
試
算
を
い
た
し
ま
し
た
。 

そ
の
結
果
は
、
平
成
30
年
度
の
清
算
基
準
の
ま
ま
で 

あ
れ
ば
、
安
定
し
た
財
政
運
営
が
継
続
で
き
る
見
通
し
と 

な
っ
て
お
り
ま
す
。 

一
方
、
「
都
道
府
県
の
清
算
基
準
」
、
「
区
市
町
村
の 

 
 

配
分
基
準
」
が
共
に
平
成
31
年
度
か
ら
大
幅
に
見
直
さ
れ

る
最
も
厳
し
い
想
定
の
場
合
に
は
、
現
在
約
１
千
億
円
あ
る

基
金
を
平
成
37
年
度
に
使
い
果
た
し
、
10
年
後
の
平
成
39

年
度
末
に
は

300

億
円
近
い
赤
字
を
抱
え
込
む
と
い
う 

 

た
い
へ
ん
厳
し
い
見
通
し
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
試
算
を
通
じ
て
、
区
が
こ
れ
ま
で
長
年
に
渡
っ
て 

取
り
組
ん
で
き
た
行
財
政
効
率
化
の
地
道
な
努
力
の
成
果

も
、
今
後
の
税
制
改
正
い
か
ん
に
よ
っ
て
は
、
数
年
で 

 

吹
き
飛
ん
で
し
ま
う
よ
う
な
事
態
も
想
定
さ
れ
る
こ
と
が

確
認
で
き
た
訳
で
あ
り
ま
す
。 
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そ
う
し
た
危
機
的
な
事
態
を
招
く
こ
と
が
な
い
よ
う
、 

特
別
区
長
会
や
東
京
都
と
連
携
し
な
が
ら
国
へ
の
働
き 

か
け
を
積
極
的
に
行
う
ほ
か
、
内
部
努
力
や
施
策
の
見
直
し

を
進
め
安
定
的
な
財
政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

  

Ⅲ
 

議
案 

 

最
後
に
、
今
回
提
案
い
た
し
ま
し
た
諸
議
案
に
つ
い
て 

で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

ま
ず
、
予
算
関
係
で
あ
り
ま
す
が
、 

●
平
成
29
年
度
千
代
田
区
一
般
会
計
補
正
予
算
第
３
号
の

１
件
、 

●
平
成
30
年
度
各
会
計
予
算
が
４
件
の
、
計
５
件
で
あ
り

ま
す
。 
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次
に
、
条
例
関
係
で
あ
り
ま
す
が
、 

●
新
た
に
条
例
を
制
定
す
る
も
の
、
２
件
、 

●
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
、
15
件
の
、
計
17
件
で 

あ
り
ま
す
。 

 

次
に
、
契
約
関
係
で
あ
り
ま
す
が
、 

●
区
立
九
段
小
学
校
・
幼
稚
園
の
物
品
の
購
入
に
関
す
る 

も
の
、
２
件
、 

●
お
茶
の
水
橋 

補
修
補
強
工
事 

委
託
協
定
の
締
結
、
１
件

の
、
計
３
件
で
あ
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
こ
の
ほ
か
、 

●
東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
規
約
の
一
部
変
更
、

１
件
、 

●
指
定
管
理
者
の
指
定
、
１
件
で
、 

 

今
回
の
付
議
案
件
は
、
合
わ
せ
て
27
件
で
あ
り
ま
す
。 
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何
と
ぞ
、
慎
重
な
ご
審
議
の
上
、
原
案
ど
お
り
ご
議
決 

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
平
成

30

年
第
一
回
区
議
会 

 

定
例
会
の
開
会
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 



平成30年2月20日時点

2月 14日 (水) （告示日） １：３０ 議運  

2月 15日 (木)

2月 16日 (金) １：００ 都市基盤

2月 17日 (土)

2月 18日 (日)

2月 19日 (月)

2月 20日 (火) １：３０ 議運

2月 21日 (水) （招集日） １１：３０ 議運 １：００ 本会議   

2月 22日 (木) １：３０ 議運

2月 23日 (金)

2月 24日 (土)

2月 25日 (日)

2月 26日 (月)

2月 27日 (火) （午後　清掃議会）

2月 28日 (水) １１：３０ 議運 １：００ 継続会   

3月 1日 (木) １１：３０ 議運 １：００ 継続会   

3月 2日 (金) １０：３０ 常任（企画・福祉・文教）

3月 3日 (土)

3月 4日 (日)

3月 5日 (月) １０：３０ 予算

3月 6日 (火) １０：３０ 予算（分科会）

3月 7日 (水) １０：３０ 予算（分科会）

3月 8日 (木) １０：３０ あり方 １：３０ 都市基盤

3月 9日 (金) １０：３０ 施設整備 １：３０ オリパラ （帰宅困難者対応訓練）

3月 10日 (土)

3月 11日 (日)

3月 12日 (月) １：３０ 議運  

3月 13日 (火)

3月 14日 (水)

3月 15日 (木) （午後 区制記念日式典）

3月 16日 (金)

3月 17日 (土)

3月 18日 (日)

3月 19日 (月) （午後　議長会）

3月 20日 (火) １：３０ 議運  

3月 21日 (水)

3月 22日 (木) １１：３０ 議運 １：００ 継続会   

3月 23日 (金)

3月 24日 (土)

　　　平成３０年 第１回定例会日程（案）　　

月　　日 午　　　　前 午　　　　後

（午後  議長会 競馬議会）

１０：３０ 予算（総括）

（春分の日）

１０：３０ 予算（総括）

１０：３０ 常任（企画・福祉・文教）



発言通告書（総括表） 
平成３０年第１回定例会 代表質問 

№ 発 言 者 発 言 事 項 発 言 要 旨 
答弁を 

求める者 

１ 
嶋崎議員 

（自民） 

○平成 30 年度予算の編成につ

いて 

 

 

○オリンピック・パラリンピッ

ク開催における区の取組につ

いて 

 

○観光施策について 

 

 

 

○海外との姉妹提携について 

 

○神田地域のまちづくりにつ

いて 

 

○国民健康保険制度について 

○平成30年度予算の特徴について 

○平成29年度予算に対する附帯決議の反映について 

○今後の財政運営の方針について 

 

○大会まで2年余りと迫った現在の進捗状況について 

○大会に向け、今後どのように取り組んでいくのか 

 

 

○恵まれた観光資源を活用した観光振興について 

○区内外の人々と観光客の交流促進と地域文化の維持発展について 

○今後の観光協会のあり方と区との役割分担について 

 

○海外との姉妹提携に向けた今後の取り組みについて 

 

○神田地域の現状とまちづくりの動向及び区のビジョンについて 

○地域の議論を踏まえながら、現実に即した地域まちづくりの推進が必要ではないか 

 

○今後の国民健康保険制度に関する課題とその対応について区長の見解を問う 

区    長 

及    び 

関係理事者 

２ 
林議員 

（千代田） 

○標準的な区政をおこなうた

めに必要とされる予算とは 

 

○行政評価と平成 30 年度予算

編成 

 

 

○園庭のある就学前の幼児教

育・保育 

 

○区長の政治団体について 

・中期財政計画の義務的経費と投資的経費 

・都区財政調整の標準事業規模との比較 

 

・これまでの行政評価（外部評価）の成果と課題 

・「平成28・29年度施策評価の実施報告書」と予算 

・議会審議(附帯決議等)の対応 

 

・保育園の役割と今後の課題 

・幼稚園における一時預かり事業 

区長、教育長 

並  び  に 

関係理事者 



発言通告書（総括表） 
平成３０年第１回定例会 代表質問 

№ 発 言 者 発 言 事 項 発 言 要 旨 
答弁を 

求める者 

３ 
木村議員 

（共産） 

（１）くらし・福祉 

 

 

 

 

 

 

（２）街路樹をいかした 

まちづくりについて 

 

 

 

（３）区営四番町アパートの建

替え問題について 

○生活保護の削減が打ち出された。所得が最も少ない１０％の層の所得が低下したから、

生活扶助基準も引き下げるという、削減理由に道理はない。区長の認識を問う。 

生活保護の見直しにより、少なくない区の事業も影響をうける。それは就学援助など

何事業に及ぶか。またスティグマを取りのぞくための適切な措置を。 

 

○国保料の引き下げを願う区民の声に応え、国や都の財政支援と法定外繰入れの継続を 

 

○環境・都市景観・防災等街路樹の機能を十分に活かしたまちづくりにむけ（仮称）街路

樹ガイドラインの作成を 

 

○造園技術職の採用を 

 

○行政計画の不透明な変遷は、税金のムダ使いを引き起こし、強引なすすめかたが住民の

行政不信を招いている。 

不透明さのひとつが日本テレビとの交渉経過である。同社の所有する土地を区は仮園舎

用地として無償で借りているが、日テレとの交渉内容、双方の交渉者等について問う。 

区   長、 

関係理事者 

４ 
寺沢議員 

（紡民） 

千代田区の未来と予算編成に

ついて 

 

障がい者（児）等の支援につい

て 

 

 

学校現場の働き方の改善は図

られたのか 

 

新自殺総合対策大綱について 

①国、東京都からの影響 

②まちづくりの開発に際して複数の専門家による区民向け学習会が必要ではないか 

 

①フレイル、認知症、障がい者、発達障がい児など乳児から高齢者までがつどえる支援策 

②幼稚園、通常学級に軽度を含む発達障がい児が在籍する。発達障がいを理解するための

研修を全教職員に行ってはいかがか 

 

教員、管理職の仕事量削減について 

 

 

区の自殺対策の強化、支援、推進への取り組みについて 

区長、教育長 

及    び 

関係理事者 

 

５ 

 

大串議員 

（公明） 

1) 東京2020オリンピック・

パラリンピック大会開催

にあたって 

① 区として何をレガシーとして残すのか。またそのための取り組みは。 

② スポーツマンシップとは、一言でいえば「尊重する」(Respect)ことであり、ゲームの

相手を尊重すること、ルールを尊重することそして審判を尊重することである。今こ

区    長 

お よ び 

関係理事者 



発言通告書（総括表） 
平成３０年第１回定例会 代表質問 

№ 発 言 者 発 言 事 項 発 言 要 旨 
答弁を 

求める者 

 

 

 

 
 
５ 

 

 

 

 

大串議員 

（公明） 

 

 

 

2) 国民健康保険について 

そ、このスポーツマンシップの考え方を学び普及啓発すべき。 

③ オリンピック・パラリンピック教育について。 

 

① 国民健康保険は、何よりも社会保障としての国民皆保険体制を維持するために必要で

ある。そして、誰もが必要な医療を受けることを可能とし住民の健康を支えている。

そこで、改めて、国民健康保険の果たしている役割を問う。 

② 都と区の保険者としての役割分担は。 

③ 区の一般会計からの法定外繰り入れについて 

制度の変わる平成 30 年度においても区として法定外繰り入れを行うとしたことは評

価できる。国保の役割を考えると今後も当分の間継続すべきと考える。そこで、法定

外繰り入れに関して区の考え方を問う。 

 

 

 
 

区    長 

お よ び 

関係理事者 

 



発言通告書（総括表） 
平成３０年第１回定例会 一般質問 

№ 発 言 者 発 言 事 項 発 言 要 旨 
答弁を 

求める者 

１ 
小林(た)議員 

（自民） 

１．不便益という発想(不便の

効用)について 

 

 

２．防災船着場の一般開放につ

いて 

①便利になることで失われた益がある。便利や効率重視が益という発想をもう一度考え直

す必要がある。今まで便利として進めた計画や施設建設も振り返る時期だが如何か。 

②千代田区として公共施設づくり、高齢者施設、子ども施設、行政計画策定、都市計画マ

スタープラン等見直し時に不便益という発想が必要と考えるが区のご見解を求める。 

①和泉橋の防災船着場は、段差や護岸から下るスロープも急角度で災害時災害弱者にとっ

て避難のため利用は困難、至急改善すべき。 

②一般開放していれば、日常的な利用が多いため、この様な船着場の利用上の問題を発見

しやすく、迅速な対応が可能ではないか。 

③川幅や水深の問題は、船着場ごとの現場の状況に習熟した操船者が必要、一般開放は、

限定的な利用とは違い操船者を得やすいがご見解は。 

④震災時等で船を活用して怪我人を搬送すること等は出来ないか。 

⑤「東京都帰宅困難者対策条例」で大規模災害の発生時の代替交通手段の確保の手段のー

つとして、船を想定。帰宅困難者対策として船着場を活用すべきだが如何か。 

区長・教育長 

並  び  に 

関係理事者 

２ 
内田議員 

（自民） 

１．東京 2020 オリンピック・

パラリンピック大会につ

いて 

２．地域交通ネットワークにつ

いて 

①地域に残るソフト・レガシーとは？ 

②「千代田区スポーツボランティア」の提案 

 

①地域福祉交通「風ぐるま」の現状と課題 

②地域交通政策と「コミュニティバス」の提案 

区    長 

並 び に 

関係理事者 

３ 
米田議員 

（公明） 

自殺対策について 

 

 

 

 

 

 

禁煙対策について 

日本での自殺者は 8 年連続減少したとはいえ、未だに 2 万人を超えている。中でも 15 才

～39才までの死因のトップは自殺である。 

改正自殺対策基本法において区市町村にも自殺対策計画の策定が義務付けられた。そこで 

①本区ではどのような対策をおこなっているか。 

②学校ではどのように対策しているか。 

③ SNSを使った悩み相談を活用した取り組みの提案をする。所見を求める。 

 

東京オリンピック・パラリンピックに向け、タバコに対する規制が進む。 

これを契機にタバコをやめたいと思っている区民の声をよく聞く。そこで禁煙外来に対す

る補助を提案する。所見を求める。 

区    長 

お よ び 

関係理事者 



発言通告書（総括表） 
平成３０年第１回定例会 一般質問 

№ 発 言 者 発 言 事 項 発 言 要 旨 
答弁を 

求める者 

４ 
永田議員 

（自民） 

明治維新 150 年と歴史遺産活

用について 

 

 

健康寿命の延長と正しい歩行

について 

明治維新 150年の節目に本区の歴史遺産を活用して先人の功績を学ぶ機会を作ってはどう

か。幕末から近代化への流れを断片的な知識ではなく物語として理解を進め国や地域への

愛着を高めるきっかけにしたい。 

 

平均寿命と健康寿命の差が10歳程ある。誰もが生涯に亘り医療、介護に依存せず自立した

生活を送れるように様々な支援を考えるべきだ。特に食と運動を中心にした生活習慣改善

が大切である。運動については年齢問わず多くの人が正しい歩き方ができていないことが

怪我につながっている。子供から高齢者まで専門家による指導の実施を求めたい。 

区長、教育長 

及    び 

関係理事者 

５ 
池田議員 

（自民） 

・2020 東京大会に向けた公衆

トイレ等の整備と民間トイ

レの活用について 

・整備が急がれる公衆トイレ・公園トイレの一斉改修の計画と、実態調査を踏まえ民間ト

イレの一般開放等、誰もが安心して利用できる環境整備について区の方針を再確認した

い。 

区    長 

及    び 

関係理事者 

６ 
大坂議員 

（自民） 

・中小企業の支援施策につい

て 

 

・公園等の受動喫煙対策につ

いて 

・今年で 10 回を迎えた千代田ビジネス大賞の実績と成果について。 

・今後の中小企業支援のありかたについて。 

 

・１６公園の禁煙化とその後の展開について。 

区    長 

及    び 

関係理事者 

 

 

 

 

 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小枝議員 

（声） 

 

 

 

 

 

１、道路整備における重要な

論点 

 

 

 

２、行政が掲げた目標や理念

が空論になるのはなぜ 

 

 

３、街路樹維持管理費の推移

と道路財源 

 

 

救急車両や災害時の輸送道路の確保について、判断し、責任を持つのはどこの行政機関、

どの部署か。 

明大通りと神田警察通りについて、第三次救急車両の運行、災害時のけが人輸送、物資輸

送にとってどうかということについては、いつだれがどのように検証したのか。 

 

千代田区にはすばらしい条例、計画、目標がありながら、それらに向かって前に進まない。

進行管理や、道路整備に環境景観分野の専門性をカバーできる手順手続きが確立されてい

ない。これらを踏まえ、策定が遅れる「道路整備方針」について伺う。 

 

千代田区の道路財源は、平成18年度から10年で20億円以上の増額となった。一方全国的

には、街路樹管理予算の削減により、清掃、除草、剪定などの回数が減り続け、都市の魅

力を維持することが困難になる傾向がある。緑豊かな心地よい区道を維持するには、維持

管理費のあり方について検討する必要がある。 

 

 

 

 

 

区    長 

並 び に 

関係理事者 

 

 

 

 



発言通告書（総括表） 
平成３０年第１回定例会 一般質問 

№ 発 言 者 発 言 事 項 発 言 要 旨 
答弁を 

求める者 

 

７ 

 

小枝議員 

（声） 

４、成熟した議論がされるテ

ーブルの必要性 

５、民泊について 

重要な論点を落とさず住民二ーズも把握できる安定したテーブルのあり方。 

 

神田地区における規制の緩さは、JK ビジネスなど子どもたちを危険な環境に追い込む余地

を残している、他 

区    長 

並 び に 

関係理事者 

８ 
桜井議員 

（自民） 

◯障害者福祉施策について ◯昨年、第一回定例会での『新たな障害者施設の増設を求める決議』が全会一致で行われた

が、区は新年度予算の中でどのような取り組みをされるのか。 

◯障害者計画は、その骨格が示されている状況だが、新年度予算には精神障がい者の為の就

労継続支援事業やグループホームの設置が計上されている。実現の見通しについて伺う。 

区    長 

及    び 

関係理事者 

９ 
たかざわ議員 

（千代田） 

1.バランスを重視した総合的

なまちづくりとは何か 

 

 

2.有料トイレの増設の検討は

できないか 

昨年の第 2 回定例会のまちづくりに関する私の質問に対する答弁で「住み続けたい、商売

を継続したい、そうした地権者の方々の思いに応えられるよう、バランスを重視した総合

的なまちづくりを進めてまいります」とある。具体的にどのようなまちづくりを考えてい

るのか？ 

オリンピック・パラリンピック開催に向けて、本年度「予算の概要」にトイレのリニュー

アルが載っていたが、相変わらずトイレが汚いという苦情がある。もっとこまめに管理す

る有料トイレを増やしてはどうか、秋葉原の有料トイレの現状は？ 

区    長 

並 び に 

関係理事者 

10 
牛尾議員 

（共産） 

（１）子どもの貧困対策につい

て 

（２）保育園の待機児問題につ

いて 

・低所得者世帯の子どもの進学や教育への支援や就学援助の対象者の拡大など対策の強化を 

 

・区の待機児童対策の施策について問う 

・区の保育所整備計画で待機児解消には十分なのかを問う 

・保護者の復職を保障するために、やむを得ず認可外保育施設を利用する児童の保育料助成

制度の創設を 

・認可保育所増設のために新たな施策を提案する 

・待機児解消の要であり、保護者が希望する区立保育所をなぜ増設できないのか認識を問う 

区長、教育長 

な ら び に 

関係理事者 

 

 

11 

 

 

 

 

飯島議員 

（共産） 

 

介護予防について 

 

 

 

 

要介護リスクを減らすために、気軽に外出や趣味の継続を可能にするための経済負担軽減

策を求める。 

１）風ぐるまをシルバーパス(20,510円券)で利用可能にすること 

２）介護予防に役立つ高齢者の多様な活動に、講師謝礼、会場費の助成を行いだれもが気

軽に参加できるようにすること 

 

区    長 

並 び に 

関係理事者 

 



発言通告書（総括表） 
平成３０年第１回定例会 一般質問 

№ 発 言 者 発 言 事 項 発 言 要 旨 
答弁を 

求める者 

 

11 
飯島議員 

（共産） 

サービス付き高齢者向け住宅

について 

調理が困難になり、日常の声かけが必要になった高齢者が、住み馴れた地域で安心してく

らせるために、低所得者も入居可能な家賃のサービス付き高齢者向け住宅を求める 

区    長 

並 び に 

関係理事者 

12 
岩佐議員 

（紡民） 

1.共生社会とドッグランの設

置について 

 

 

2.寄付文化の醸成に向けて 

猫の殺処分ゼロが千代田ブランドとなりつつあり、イベントも年々盛大化している。継

続するための工夫は必要ではないか。 

また、猫だけではなく動物との共生との観点から、区内にはまだないドッグランの設置

をしてはどうか。 

「地方消費税の清算基準見直し」の検討により、今後の財政見通しは厳しくなりつつあ

るにもかかわらず、区の事業への二ーズは多様化・拡大している。 

ふるさと納税等も含めた様々な制度を活用し、多くの方が区の事業に寄与できる仕組み

をつくってはどうか。 

区    長 

及    び 

関係理事者 

13 
岩田議員 

（民進ク） 

色覚検査と子どもに対する配

慮について 

千代田体操について 

色覚検査の結果がいじめにつながらないよう配慮はしているか。 

また、授業の進め方でも平等に受けられるよう配慮はあるか 

他の運動との比較における効用等について 

区長・教育長 

並 び に 

関係理事者 

14 
はやお議員 

（千代田） 

１．非喫煙者と喫煙者の共生

について 

 

２．東京 2020 大会に向けた

非喫煙者と喫煙者の共生につ

いて 

（１）「千代田区生活環境条例」を踏まえた非喫煙者と喫煙者の共生に向けた取組みについて 

・公共の場所(道路、公園等)における喫煙対策の成果と課題 

（２）非喫煙者と喫煙者の共生に向けた今後の具体的な取組みについて 

（１）東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会に向けた非喫煙者と喫煙者の共生

の取組みについて 

・外国人の来街者が増加することが想定されるが見込みとその対策 

（２）国の「受動喫煙対策を盛り込んだ健康増進法改正案」や「東京都受動喫煙防止条例案」

を踏まえ区長に見解を問う 

・非喫煙者と喫煙者の共生を目指し「マナーからルール、そしてマナーヘ」をどう実

現するのか  以上 

区長、教育長 

並 び に 

関係理事者 

 



1 

 

 

平成 30年 4月保育園等入園審査状況（平成30年２月１５日現在） 

平成29年 12月 1日から平成30年 1月 22日に受け付けました、平成30年 4月

一次締め切りまでの保育園等入園申請に基づいて入所審査を実施し、2月15日に通知い

たしました。入所審査の結果につきましては、以下のとおりです。 

なお、二次の申請は、2月28日（水）まで受け付け、3月中旬に結果通知を行う予定

です。 

実希望者数 

 
実希望者数 

0 歳 1 歳 2 歳 3 歳 4 歳 5 歳 計 

平成３０年４月 208 242 56 84 21 15 626 

平成２９年４月 229 166 118 87 42 7 649 

平成２８年４月 181 195 83 90 21 9 579 

保育施設の募集合計人数 

 
募集人数 

0 歳 1 歳 2 歳 3 歳 4 歳 5 歳 計 

施設合計 167 81 13 9 27 46 343 

※募集数は、原則、そのクラスの定員から持上り予定人数を引いたもので、29 年度中の入退園により今後変

動することがあります。  

内定数 

 
募集人数 

0 歳 1 歳 2 歳 3 歳 4 歳 5 歳 計 

施設合計 168 100 27 33 14 5 347 

 

教 育 委 員 会 資 料 

平成 30 年２月 27 日 

子 ど も 支 援 課 



お茶の水小学校・幼稚園新校園舎　整備スケジュール（案）

年度

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9

平成３０年１月現在

平成34年度（2022）

当初

仮校舎：
旧九段中

平成33年度（2021）平成28年度
（2016） 平成29年度（2017） 平成30年度（2018） 平成31年度（2019） 平成32年度（2020）

補正後

基本設計
既存
解体

九段小・幼仮校舎（～H30.8月）

改修工事

仮校舎期間

実施設計

建築工事

調査検討

仮校舎
移転

プロポ

供用開始
（2学期～）

実施設計基本設計

基本設計を３か月延長

（繰越明許）

既存
解体

建築工事

供用開始
（2学期～）

教育委員会資料

平成３０年２月２７日

子 ど も 施 設 課



平成29年度　全国体力・運動能力、運動習慣等調査

全国 529,165 16.51 3.76 50.0 527,709 19.92 5.94 50.0 527,983 33.15 8.13 50.0 525,991 41.95 7.92 50.0

東京都 47,346 16.72 3.75 50.5 47,262 20.22 5.73 50.5 47,280 33.71 8.29 50.7 47,155 41.90 7.47 49.9

千代田区 236 17.17 3.92 51.7 236 18.62 5.49 47.8 235 33.05 8.87 49.9 233 42.70 6.84 51.0

全国 523,386 52.24 21.10 50.0 524,948 9.37 0.96 50.0 526,332 151.71 21.87 50.0

東京都 46,978 52.06 20.15 49.9 47,054 9.29 0.92 50.8 47,226 150.74 21.83 49.6

千代田区 232 50.00 19.16 48.9 232 9.30 0.99 50.6 235 151.86 23.40 50.1

全国 526,558 22.53 8.18 50.0 502,175 54.16 9.07 50.0 502,175 12.5% 25.5% 33.2% 20.1% 8.8%

東京都 47,108 21.95 8.15 49.3 45,677 54.34 8.90 50.2 45,677 12.3% 26.0% 33.7% 19.9% 8.1%

千代田区 234 22.54 8.34 50.0 225 54.06 8.81 49.9 225 10.7% 24.9% 40.0% 14.2% 10.2%

全国 東京都 千代田区

握力 50.0 50.5 51.7
上体
起こし

50.0 50.5 47.8
長座
体前屈

50.0 50.7 49.9
反復
横とび

50.0 49.9 51.0
20m
ｼｬﾄﾙﾗﾝ

50.0 49.9 48.9

50m走 50.0 50.8 50.6
立ち
幅とび

50.0 49.6 50.1
ｿﾌﾄ
ﾎﾞｰﾙ

50.0 49.3 50.0
体力
合計点

50.0 50.2 49.9

標本数

Ｔ得点 標本数 平均値 標準偏差

平均値 標準偏差 Ｔ得点

Ｔ得点 標本数 Ｔ得点平均値 標準偏差

Ｔ得点 標本数

小学校
５年男子

ソフトボール投げ(m) 体力合計点(点) 総合評価(%)

標本数

平均値 標準偏差 Ｔ得点 標本数 平均値 標準偏差

ＥＴ得点 標本数 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ平均値 標準偏差

平成29年2月27日

教育委員会資料

指　　導　　課平成２９年度　全国体力・運動能力、運動習慣等調査

平均値 標準偏差 Ｔ得点

小学校
５年男子

20mシャトルラン(回) 50m走(秒) 立ち幅とび(cm)

標本数

平均値 標準偏差 Ｔ得点 標本数 平均値 標準偏差
小学校
５年男子

握力(kg) 上体起こし(回) 長座体前屈(cm) 反復横とび(点)

標本数

50.5 50.5 50.7 
49.9 49.9 

50.8 
49.6 49.3 

50.2 

51.7 

47.8 

49.9 
51.0 

48.9 

50.6 
50.1 50.0 49.9 

40

45

50

55

60

握力 上体

起こし

長座

体前屈

反復

横とび

20m

ｼｬﾄﾙﾗﾝ

50m走 立ち

幅とび

ｿﾌﾄ

ﾎﾞｰﾙ

投げ

体力

合計点

実技調査Ｔ得点（男子）

東京都 千代田区 全国

12.5%

12.3%

10.7%

25.5%

26.0%

24.9%

33.2%

33.7%

40.0%

20.1%

19.9%

14.2%

8.8%

8.1%

10.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国

東京都

千代田区

総合評価（男子）
A B C D E

(点)

1/3



平成29年度　全国体力・運動能力、運動習慣等調査

平成29年2月27日

教育委員会資料

指　　導　　課平成２９年度　全国体力・運動能力、運動習慣等調査

全国 509,030 16.12 3.77 50.0 507,768 18.81 5.34 50.0 508,039 37.43 8.35 50.0 506,342 40.06 7.16 50.0

東京都 44,712 16.27 3.77 50.4 44,648 19.38 5.12 51.1 44,643 38.44 8.50 51.2 44,585 40.17 6.55 50.1

千代田区 189 16.93 4.04 52.1 186 18.16 4.32 48.8 188 38.59 9.24 51.4 185 40.58 6.26 50.7

全国 503,565 41.62 16.52 50.0 504,916 9.60 0.83 50.0 506,343 145.47 20.70 50.0

東京都 44,373 40.69 15.03 49.4 44,459 9.52 0.81 51.0 44,572 144.86 20.35 49.7

千代田区 186 40.44 14.65 49.3 187 9.54 0.83 50.8 185 147.77 21.13 51.1

全国 505,918 13.94 4.85 50.0 485,300 55.72 8.62 50.0 485,300 16.0% 27.4% 33.6% 17.6% 5.5%

東京都 44,459 13.23 4.57 48.5 43,316 56.03 8.25 50.4 43,316 15.6% 28.9% 34.6% 16.6% 4.4%

千代田区 184 13.27 4.75 48.6 180 56.23 8.97 50.6 180 20.6% 25.0% 33.3% 15.6% 5.6%

全国 東京都 千代田区

握力 50.0 50.4 52.1
上体
起こし

50.0 51.1 48.8
長座
体前屈

50.0 51.2 51.4
反復
横とび

50.0 50.1 50.7
20m
ｼｬﾄﾙﾗﾝ

50.0 49.4 49.3

50m走 50.0 51.0 50.8
立ち
幅とび

50.0 49.7 51.1
ｿﾌﾄ
ﾎﾞｰﾙ

50.0 48.5 48.6
体力
合計点

50.0 50.4 50.6

Ｔ得点

標本数

Ｃ Ｄ Ｅ標準偏差 Ｔ得点 標本数 平均値 標準偏差 Ｔ得点 標本数 Ａ Ｂ

標準偏差 Ｔ得点 標本数 平均値 標準偏差 Ｔ得点 標本数 平均値 標準偏差

小学校
５年女子

ソフトボール投げ(m) 体力合計点(点) 総合評価(%)

標本数 平均値

小学校
５年女子

握力(kg) 上体起こし(回) 長座体前屈(cm) 反復横とび(点)

平均値 標準偏差 Ｔ得点 標本数 平均値 標準偏差 Ｔ得点

小学校
５年女子

20mシャトルラン(回) 50m走(秒) 立ち幅とび(cm)

標本数 平均値

平均値 標準偏差 Ｔ得点 標本数 平均値 標準偏差 Ｔ得点 標本数

50.4 
51.1 51.2 

50.1 
49.4 

51.0 

49.7 
48.5 

50.4 

52.1 

48.8 

51.4 
50.7 

49.3 

50.8 51.1 

48.6 

50.6 

40

45

50

55

60

握力 上体

起こし

長座

体前屈

反復

横とび

20m

ｼｬﾄﾙﾗﾝ

50m走 立ち

幅とび

ｿﾌﾄ

ﾎﾞｰﾙ

投げ

体力

合計点

実技調査Ｔ得点（女子）

東京都 千代田区 全国

16.0%

15.6%

20.6%

27.4%

28.9%

25.0%

33.6%

34.6%

33.3%

17.6%

16.6%

15.6%

5.5%

4.4%

5.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国

東京都

千代田区

総合評価（女子）
A B C D E(点)

2/3



平成29年度　全国体力・運動能力、運動習慣等調査

平成29年2月27日

教育委員会資料

指　　導　　課平成２９年度　全国体力・運動能力、運動習慣等調査
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平成29年度　全国体力・運動能力、運動習慣等調査

　   

全国 483,881 28.89 7.11 50.0 481,443 27.45 6.16 50.0 481,511 43.20 10.51 50.0 478,095 51.89 8.01 50.0

東京都 37,253 28.68 7.09 49.7 36,967 27.41 5.98 50.0 37,027 42.09 10.48 48.9 36,704 51.71 7.72 49.8

千代田区 182 27.16 6.44 47.6 182 25.65 5.87 47.1 179 44.05 10.38 50.8 180 50.70 9.22 48.5

全国 238,150 391.23 63.55 50.0 313,699 85.99 24.36 50.0 474,136 7.99 0.85 50.0 477,302 194.54 28.04 50.0

東京都 31,388 397.67 64.80 49.0 12,623 82.43 24.55 48.5 36,445 8.05 0.86 49.4 36,677 192.69 27.51 49.3

千代田区 171 411.66 70.20 46.8 40 85.43 23.29 49.8 181 8.03 0.79 49.5 181 199.70 32.57 51.8

全国 477,328 20.56 5.65 50.0 444,313 42.11 10.12 50.0 444,313 7.9% 26.2% 37.6% 21.7% 6.6%

東京都 36,510 20.28 5.67 49.5 33,218 40.92 9.72 48.8 33,218 5.4% 23.3% 39.6% 24.4% 7.3%

千代田区 180 20.35 7.06 49.6 169 40.30 10.88 48.2 169 5.3% 23.1% 33.1% 27.2% 11.2%

全国 東京都 千代田区
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平成29年度　全国体力・運動能力、運動習慣等調査

　   

 

全国 463,804 23.82 4.58 50.0 461,512 23.73 5.85 50.0 462,367 45.86 9.85 50.0 458,719 46.76 6.74 50.0

東京都 34,591 23.49 4.55 49.3 34,356 24.10 5.51 50.6 34,432 44.82 9.63 48.9 34,133 46.87 6.31 50.2

千代田区 178 23.51 4.16 49.3 175 23.84 5.08 50.2 177 46.94 8.33 51.1 173 48.53 4.76 52.6

全国 224,859 287.36 43.22 50.0 299,057 59.14 20.26 50.0 454,383 8.80 0.80 50.0 458,194 168.57 24.66 50.0

東京都 29,451 290.11 40.90 49.4 10,904 57.79 18.85 49.3 33,828 8.81 0.77 49.9 34,135 167.31 23.66 49.5

千代田区 171 293.39 38.64 48.6 32 56.41 15.94 48.7 177 8.69 0.71 51.4 175 177.24 21.94 53.5

全国 458,271 12.96 4.14 50.0 427,543 49.97 10.99 50.0 427,543 30.5% 32.4% 25.2% 10.0% 1.9%

東京都 33,995 12.55 4.03 49.0 31,139 49.01 10.40 49.1 31,139 25.5% 34.6% 27.7% 10.4% 1.7%

千代田区 174 12.56 3.99 49.0 168 50.59 9.60 50.6 168 34.5% 30.4% 28.0% 7.1% 0.0%

全国 東京都 千代田区
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いじめ、不登校、適応指導教室の状況（平成30年１月末の報告）

増減 増減 未解決 増減 未解決

１年 2 1 -1 1

２年 2 2 1 1 2 1 -1 1

３年 1 1 1

４年 3 4 +1 4 1 1 1 1

５年 1 1 1 2 3 3 3 1 1 1

６年 5 5 1 4 5 5 1 4 1 1 1

１年 1 2 3 3 3

２年 1 1 1 9 9 2 7

３年 3 3 1 2 14 14 2 12 5 4 4

４年 4 3 -1 1 2

５年 1 1 1

６年 3 4 +1 4

合計 16 17 0 4 13 1

今年度
累計 5 4 13 1

0 6

22

35 7 645
-3
+1
→-2

1 9

内学校
復帰数

小
学
校

中
・
中
等

（
前
期

）

中
等

（
後
期

）

計 5 47

前月
利用数

今月

解消
解消

（継続支
援中）

解消に向
け

取組中

その他
（転出等）

転出等
学校復帰
（欠席5日
以内）

いじめ報告数 不登校者数 適応指導教室利用数

前月
未解消

今月 今年度
解消報告
（累計）

前月

今月

教 育 委 員 会 資 料

平成３０年２月２７日

指 導 課




